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低コストで土壌の状態を診断できます

実用化の可能性
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○農業における土壌肥沃度の維持が世界的な
課題となる中、その鍵を握る土壌有機炭素
（SOC）の重要性が高まっています。しか
し、現在のSOC測定法は土壌を直接掘削・
分析する必要があり、時間がかかる上、土
壌生態系を破壊し、さらにコストが高いと
いう深刻な課題を抱えています。

○そこで本研究では、作物の葉の糖度（Bri
x）に着目し、携帯型の糖度計とAIモデルを
組み合わせることで、非破壊的かつ低コス
トなSOC推定手法を開発することを目的と
します。最終的には、この技術を農家が容
易に利用できるモニタリングシステムとし
て構築し、「一枚の葉から土壌の状態を診
断する」ことを通じて、農家がより的確な
栽培管理を行うことを支援します。 UBICからのメッセージ

○本研究は、葉の糖度（Brix）とAIを用いて土
壌有機炭素を推定する世界初の非破壊的な技
術であるという高い独創性に加え、実用化の
実現可能性も非常に高いと考えられます。す
でに会津地域内には試験圃場が確保され、測
定機材や協力体制の準備も着実に進んでいる
ため、計画倒れのリスクが低く、スムーズな
研究開発が見込めます。

○さらに、本技術がもたらす社会的インパクト
は大きく、従来1サンプルあたり約1万円か
かっていた土壌分析を安価な携帯型糖度計で
代替することで、農家の経営負担を劇的に軽
減します。これは、データに基づいた的確な
栽培管理の普及を後押しし、農業のコスト構
造そのものを変革する可能性を秘めています。

葉の糖度とAIを用いて土壌有機炭素を推定
する技術により、非破壊・低コストで土壌
肥沃度の測定が可能となります。日常的に
にモニタリングすることができれば、コス
ト低減につながり、これからの農業経営の
効率化につながることが期待されます。
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